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文献資料(出 土文書 ・碑文 ・宗教典籍など)を,言 語学的あるいは歴史学的に扱う論
文を掲載するものとする.
2.原稿は未発表のものに限る.た だしロ頭発表したものはこの限 りではない.
3.原稿の長さは自由であるが,論 文の場合,刷 り上がり状態で20ペー ジ(400字詰め
原稿用紙に換算して50枚)を一応の目安 とする.た だし数ページ程度の研究ノー トや
資料紹介の類 も歓迎する.
4.原稿は完全原稿の形で提出されたものを,フ ロッピー入稿で受け付ける.特に30ペー


















3)句読点は 「,.」 を用い,「 、。」 は用いない.
4)地の文にはつ とめて当用漢字 ・新かなつかいを用い,旧 字体 ・旧かなつかいの使
用は引用文等で必要な場合のみにとどめる.
7.論文末尾に執筆者の所属 ・肩書,表 題の英訳,執 筆者名のローマ字表記を付けるこ
と.
8.原稿の締切 日は毎年12月31日とする.
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